
戦前期三大紡績企業における学卒職員

　　　　一設問・資料提示・解説の形式で一

米　川　伸　一

　筆老が西欧の紡績企業から日本の紡績企業へと研究対象を移してから既に

数年が経過した．小稿では今まで手を染めていなかった大日本紡績にまで拡

大して，設間と解答方式を取り，図表を使って事実を提示し，それに簡単な

解説を付記してみたい．筆老が学卒職員に興味を抱くに至ったのは，他国の

紡績職員には学卒者がほとんど見られないのに対し，日本では，異常とも言

える程多くの学卒職員を擁したのである．それがまた，戦後合繊への進出を

可能とし，大企業として存在し得ている根本的な原因となっていると考えら

れるからである．付言すれば，現在世界の証券取引所で上場されている企業

のうち紡績企業は極めて例外的なのであって，貿易自由化と共に先進国の紡

績企業が消減しつつある時，我が国紡績企業の相対的な健闘ぷりが光を放っ

ているのである．なお小稿においては，出来るだけ紙幅を節約するために冒

頭に記した様な順序で進めたい．

　　設問

　（1）三大紡績学卒職員入杜状況の推移はどうか．

　（2）r紡織要覧」の中のr紡織紳士録」に記された学卒老の数は何人か．

　（3）　明治30年代の三大紡織企業の学卒者はどの程度の地位まで昇進した

か．

　（4）三大紡績企業の役員と学卒職員の中に理系文系がどう配分され，そ

れは企業により差が見られるのか．

　（5）工場長にはどのようなキャリアが見られるか．

　（6）終戦時鐘紡の大量の学卒職員の採用年度と分類はどうか．
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｛2〕

　（7）

　（8）

か．

　　一橋論叢　第109巻　第5号　平成5年（1993年）5月号

大正期に入杜した学卒職員はどの程度まで昇進したのか．

取締役はその地位に達するまでにどのようなキャリアを歩んできた

　　　　　戦前三大紡績学卒職員入杜状況の推移

　　　　　　　　　　　　第1図

（大目本紡）明治～夫正　年度別大卒入社人数

明治353637383940414243仙452　3　4　5　6
　　　　　　　　　　　　犬正1年

7　8　9　101■　121314－5
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戦前期三犬紡績企業における学卒職員

　　　　　　　第2図

（3）

38（鍍紡）　　氷

明治明治3637383940414243仙452　3
珊年以前，1－3；　　　　　　　　　　　　　　　　　　夫正1年

　　　　　　　　　　　　　　第3図

4　5　6　7　8　9　■O　■1　■2　■314I5

（東洋紡）

（出所）

　明治353637383940414243仙4523456789101112131415
　　　　　　　　　　　　　　大正1年

『紡織要覧』各年中の「紡織紳土録」にもとづいて作成．
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（4） 一橋論叢　第109巻

第1表

第5号 平成5年（1993年）5月号

学卒老総数紡織要覧より

年度 鐘紡 東洋紡 大日本紡

1915年（犬4） 168人 98人

1916年（　5） 277（110） 109（87）

1917　（　6）

1918　（　7） 239 137

1919　（　8） 242 160

1920　（9） 226 172 12

1921　（10） 220 161 89

1922　（11）

1923　（12） 204 159 78

1924　（13） 199 167

1925　（14） 198 162

1…（晶 186 131

1927　（　2） 174 136 32

1928　（　3） 182 139 33、

1929　（　4）

1930　（　5） 198 190 101

1931　（　6） 213 193 78

1932　（　7） 219 293 87

1933　（8） 211 286． 86

1934　（9） 210 267 60

1935　（1O） 215 297 90

1936　（11）

1937　（12） 253 295 83

1938　（13） 259 263 88
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戦前期三犬紡績企業における学卒職員 15）

第2－1表鐘　　紡

勤務終
り年度

T．　5

T．　5

S．　12

T．　8

S，　10

S．　3

S．　6

S．　13

T．14
T．14
T．12
S．　6

S．　12

S．　5

S．　7

T．　5

T．12
S．　10

T．12
S．　6

T．

T．

S
．

S
．

S
．

T．

T．

T．

T．

S．

T．　5

名　　前 犬学名 率業年度 役　　職　　名

平　賀　敏 K M．14 監査役（T．5）

寺崎常五郎 K M．19 物品渡場主任（T．5）

山口八左右 K M．21 常務取締役（T．14）取締役副杜長（S．12）

高辻奈良造 東大機 M．22 取締役（T．8）取締役兼工場監督（T．8）

瀧川定次 大商 M．22 工揚長（T．12）参与（S．6）取締役（S．7）

長尾良吉 東　商 M．24 取締役（T．5）常務取締役（T．14）副杜長

（S．3）

多和田留太郎 K M．25 支店工場長（T．4）取締役（S．5）

三宅郷太 K M．25 支店工場長（T．5）取締役（S．7）常務取締

役（S．13）

藤　正　純 K M．25 取瀦役（T．4）常務取締役（T．13）

渡辺寅蔵 K M．25 支店工場長（T．4～T．ユ4）

安田善三郎 帝　大 M．25 監査役（T．7）

武藤山治 K M．27 尊務取締役（T．7）取締役杜長（T．12）相談

役（S．6）

須子亥三郎 K M．27 参与（S．6）取締役（S．1O）

前田雄次郎 東　工 M．27 支店工場主任（S，5）

高橋兵四郎 東工機 M．27 講習所長（T．7）犬阪繊物（株）顧問（S．7）

依田作三院 東工機 M．27 本店工務主任（T．5）

岡本一太郎 大商 M．27 工場長（T．12）

山田三郎 東　工 M，28 支店工場主任（T．5）日東紡取締役（S．5）

天満紡織常務取締役（S．10）

橋瓜捨二郎 東犬法 M．28 副支配人（T．5）取締役（T．12）

中　村　痛 東商 M．28 支店工場長（T．5）取締役本杜調査係長
（S，6）

佐々間研造 K M．28 本店工場長（T．4）

永　見　一 K M．28 支店工場長（T．9）

岡　四　郎 東工機 M．29 土京工場工務主任（S．5）

名取和作 K M．29 取鰯役（S．7）

佐藤暦次郎 K M，29 支店工場長（T．5）錦華紡績杜長（S．10）

鈴木垣三郎 K M．29 備前工場長（T．8）

江口章蔵 K M．29 支店工場長（T．4）本店庶務主任（T．8）

佐々木政次院 K M．31 和歌山工場長（T．5）

安永省三 東　工 M．31 久留米支店工務主任（T．15）

原愛之進 K M．32 調査主任（T．5）神戸営業部主席秘魯（T．
9
）

曾根藤九郎 大　商 M．32 支店工場長（T，5）
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（6）　　　一橋論叢 第109巻第5号 平成5年（1993年）5月号

T．14

T．1O
T．12
T．　9

T．　7

S．　6

T．

T．

S．

T．

T．

T．

T．

S
．

T．

S
．

S．

S
．

S．

S
．

S
．

S
．

S．

S．12
S．12
S．　7

T．　5

T．14

S．10
S．　12

S．　12

S．　1

S．12

福原八郎 東商 M．32 支店工場長（T．5）取締役（T．9）本店工場

長（T．14）

倉賀野政三 東工機 M．32 支店工場主任（T．10）

渡　辺　博 東工機 M．32 西犬寺工場織布部主任（T．12）

平井國三郎 東　商 M．33 調査主任（T．9）

上田清次 犬　工 M．33 岡山絹糸工場工務主任（T．7）

武藤直彊 東工機 M．33 新町工場工務主任（T．5）日本絹繊取締役

工務部長（S．6）

松　村　晋 京犬機 M．33 支店工務主任（T．7）

渋谷主税 大高工 M．34 支店織布部主任（T．1O）

渋谷省三 大工 M．34 支店工務主任（T．4）織布技師長（S．10）

神田赫郎 東工機 M．35 支店工務主任（T．5）

浅部三夫 久留米商 M．35 支店，倉庫係主任（T．7）

望月栄作 東大 M．35 技師長（T．4）取締役（T．9）

浜田三郎 大工機 M．36 営業部調査部主任技師（T．12）

小沢孝次郎 K M．36 支店人事係主任（T．12）

安藤新六 大工舶 M．36 洲本支店原動部主任（T．12）

古宇田唯吉 K M．36 支店工場長（T．12）人事課長（S．10）

小宇田唯吉 K M．36 備前工場長（S．3）

大西牛之助 久留米商 M．37 久留米支店倉庫係主任（S．5）

安部田真延 東工機 M．37 彦根絹糸工揚長（S．13）

鈴木末男 車工機 M．37 支店工場調査係主任（S．8）

渡辺亀之輔 久留米商 M．37 支店倉庫係主任（S．5）

長谷川峯造 京工芸 M，38 支店工務主任（S．2）

門　田　秀 大工 M．38 支店工務主任（T．7）錦華毛糸取締役（S．

13）

小笠原佐助 大工機 M．38 支店工務主任（T．12）

小沢安太郎 早大政経 M．38 第一ラミー紡績取締役杜長（S．12）

中山安治郎 犬高工 M．38 天満織物（株）取締役技師長（S．7）

有松貞重 東大機 M．38 備前工場工務主任（T．5）

朝倉省三 東大法 M．38 岡山絹糸工場長（T．2）下京工場工場長

（T．14）

鈴木正武 東外語 M，38 支店工場長（S．10）

酒井宗吉 東工 M．38 岡山絹糸工場工務主任（丁一12）錦華毛糸

専務取締役（S．12）

溝畑元太郎 大工 M．38 営業部紡績部技師長（S．ユ2）

前田良夫 束犬機 M．38 上海紡織（株）取締役技師長

城戸秀吉 東犬機 M，38 取締役兼工務課長（S．12）
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戦前期三犬紡績企業における学卒職員 （7）

第2－2表東洋紡

勤務終
り年度

S．　7

S．　13

S．　1

S．　12

S．　13

S．　12

S．　16

T．　9

S．　16

S．　5

S．　12

S．I6

T．　9

S．　9

S．

S．

S．

S．

S．

S
．

S
．

S
．

S
．

S．13

S．　13

S．　6

S．　16

S．　16

S．　12

SI　16

S．　13

名　　前 大学名 卒業年度 役　　職　　名

岡　常　夫 東高商 M．1O 専務取締役（T，9）

阿部房次郎 M．25 取締役杜長（S．4）副杜長（T．12）

犬塚和吉 東工機 M．26 常務取締役（S．1）

木村知四郎 東　商 M．27 〃　　（T．12）

岩尾徳太郎 東工機 M．28 〃　　（T．12）

真野愛三郎 東工機 M．28 〃　　（T．12）

庄司乙吉 東　商 M．30 取締役副杜長（S．4）杜長（S．10）

黒田小環次 東　工 M．31 工場長（T．8）

伊藤伝七 高　商 M．33 専務取締役（S．7）専務取締役（S．10）

水内大太 東工電 M，33 営業所（T．10）動力課課長（S．4）

山東友三郎 大　工 M．34 三軒家工場長（T．5）取締役（S．8）

岡本勝三 東高工機 M．34 大阪合同紡績本杜工務課（S．6）調査役（S．

16）

舘八洲彦 京大機 M．36 名古屋工場長（T．5）三軒家工場長（T．7．8．
9
）

鈴木青太郎 東工機 M．37 津泉工場長（T．4）尾張工場長（T．8）浜松工

場長（T．12）

服部兼輔 東大機 M．37 愛知工場長（T．7）取締役（S．4）

山口伸次郎 京犬機 M．38 大阪合同紡績取締役（S．6）

中山秀一 東高工 M．38 商事課課員（T．8）取締役（S．10）

菱田逸次 東　商 M．38 商事課課員（T，8）参与（S．4）

山辺武彦 東　犬 M．38 四貫島工場長（T．5）参与，職工課長（T．13）

屋代清蔵 東　工 M．38 栗橋工場長（S．1）

種田健蔵 京大機 M．38 津工場長（T．8）專務取締役（S．7）

小川直三 東高工機 M．39 四貫島工場長（S．4）参与（S．13）

益子愛太郎 京大工 M．39 知多工場長（大．8）参与（S．5）常務取締役（S．

13）

野村清一郎 東京工電 M．40 動力課（S．8）昭和製機KK常務取締役（S．

1O）

松阪啓三 東　工 M．40 川之石工場長（T．8）取締役（S．11）

字田川有保 早大商 M．40 山田工場職工掛主任（S．5）

鈴木徳蔵 京工芸 M．40 織布課課長兼研究課員（S．4）常務取締役（S．

13）

作川鐸太郎 大工 M．40 職工課主任心得（T．8）取締役（S．7）

中村真爾 大工 M．40 王子工場長（S．4）≡E子，栗橋工場長（S，8）

土屋喜太郎 犬工 M．40 富田工場長（S．4）取締役（S．7）

大西英男 大工 M．41 津島工場長（T．9）愛知工場長（T．12）
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18）

S．16
S．16
S．　4

S．　13

S．　16

S．　16

S．　13

S．　16

S．　16

S．1O
S．　10

T，12
S．16
S．　ユ2

T．ユ2

S．　5

S．　7

S．　16

T．14
S．16
S．12
S．　16

S，　7

S．16

S．16
S，16
S．　13

S．　16

S．　16

T．12
S．　13

S，　16
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一橋論叢　第109巻　第5号

沢　重　保

左川甚三
海　野　謙

磯貝富士雄

小倉秀雄
根　岸　光

大井善四郎

服部鐘三郎

津田美實
羽賀俊昌
岡　桂　三

林忠太郎
松村楢一郎

津田秀夫

竹　田　安

馬場太次郎

長　領　昇

井上干夫

河野快蔵
高橋辰五郎

沢村策馬
吉海政信

順知元直

黒田源三

珠玖退蔵

小林徳三郎

伊藤栄太郎

福持寿雄
川合重三郎

森山弘助
小谷三郎
戸　田　稔

伊丹英松

　神商

京工芸

　K犬
名　工

山口高商

名高工色

犬高工機

東高商

　名工

名工機

東大法

　名京

　東工

東工機

京工芸機

東高工機

名高工機

神高商

熊工（機）

新　工

熊　工

東工機

東工機

東高工

京工芸

名　工

名　工

犬　工

大　工

東高工機

東　商

京商工

早犬商

M．41

M．41

M．41

M．41

M．41

M．41

M．41

MI42

M．42
M．42

M．42
M，42

M．42

M．42

M．42

M．42

M．43
M．43

M．43
M．43

M．43
M．43

M．43

M．43

M．43

M，43

M．43

M．43

M．43
M．43
M．43
M．43

M．43

平成5年（1993年）5月号

商事課課員（丁役（S．7））　　’

副工場長（S．4）織布課課長（S．7）

西成工場職工掛主任（S．3）

桑名工場工務掛（T．4）神崎工場（S．12）

京城出張所長（S．7）東京出張所長（S．12）

守口工場長（S．7）取騎役兼東洋クロス事務

取締役（S．16）

三軒家工場長（S．8）山田工場長（S，1O）参事

（S．13）

計算課長（S．12）中村綿布事務取締役（S．

16）

織布課長代理（S．7）

内外紡績工場長（S．2）

専務取締役（S，7）

名古屋工場職工錨（T．8）

尾張工場長（S．4）参与（S．10）

名古屋工場掛主任（T．9）研究課課員兼職工

教育所員（S．7）

津工務掛（T．8）

原動係主任（T．13～S．5）

知多工場工務係

株式課課長（S．7）監査部部長（S．16）

四成工務科

四貫島工場工務係（T．12～14）

小板島工場長（S．7）参事（S．16）

宮川工場長（S．4）一宮（S．8）

参与兼工作部長，営業課長兼支紀取締役他
（S．16）

動力課（S．4）

加工課課長（S．7）参与羊毛工業部長総務課

長（S．16）

栗橋工場長（S，4）参与（S．16）

愛知工務掛（T．8）

堅田工場長（S．8）富田工場長（S．12）

浜松工場長（S，7）紡績課課長（S．16）

研究課（S．8）教育所所長（S．10）

犬宮商事課（T．8）

知多工場副工場長（S．41）参事（S，7）桑名工

毛易長（S．11）

会計課，課長代理（S．7）計算課課長（S．16）
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S．13
S．　16

S．16

S．13

S．　12

S．12
T．10
S．16

S．13
T．12
S．　5

中川久吉 早大商 M，43 四日市工人事掛主任（S．7）

小林輝雄 東　北 M．44 津工場長（S．7）天満工場長（S．8）参事（S．16）

米　原　豊 名　工 M．44 津工場（T．5）

加．藤憲 東北大（工） M．44 川之石工務掛（T．8）

野々村弘 関　犬 M．44 用度掛

井阪修五 神　商 M．44 富田工場倉庫主任（T．8）

伊藤平七 大工機 M．44 京城工場長（S．7）参与兼南紀専務取締役（S．16）

上原卯吉 犬　二［ M．44 工務掛

山本武夫 神高商 M．44 裕豊上海用度兼倉魔掛（S．7）

亀井紋治 神　商 M．44 尾張工場用度蟄（T．5～10）

宮田清次郎 名工機 M．44 知多工務韮卦（T．8）

中野敬三 熊工機 M．44 愛知工場長心得（S．8）調査役兼中村織布業

務取締役（S．16）

伊藤常次 東工機 M．44 館林工場工務主任（T．12）

江　島　浩 東　工 M．44 福島紡績徳島工場織布太長（S．5～13）

谷口泰次 京工芸 M．44 川之石工場長（S．4）知多工場長（S．8）

森田繁三 京工芸 M．44 赤穂工場長（S．8）常務取締役（S．15）参与（S．16）

三浦完二 名高工機 M．44 富田副工場長（S．12）参事（S．13）

漆田純一 車高工紡 M．45 尾張工場長（S．13）

吉　田　正 〃 M．45 宮川工場長心得（S．8）

岡　実三 東工機 M．45 神崎工務主任（S，12）

吉川一郎 東　工 M．45 四日市工場長（S．8）工務部部長附（S．13）

矢島猛男 東工 M．45 東京キスリン紡織亀戸工場長（S．5～8）

西村利義 東犬工 M．45 知多工場長（S．4）参与（S．7）東洋重工専務

取締役（S．1O）

原田武一 東犬機 M．45 伏見工場長（S．4）小松島工場長（S．8）

谷山敬之 東高工紡 M．45 裕豊上海二［1場長（S．8）ゴム化工尊務取締役

（S．16）

垣東和三郎 東大経 M．45 庶務課課長（S．1O）東洋重工専務取締役（S．

16）

加　藤　規 京高工芸 M．45 工務蟄主任（S．5）犬阪製麻技師長兼工場長

（S，9）

江野村規 京工芸 M．45 愛知工務揚（T．8）

平野二郎 京工芸機 M．45 四貫島工務掛（T．8）

落合藤平次 大　工 M．45 四日市工場工務掛（T．8）

川　野満 神　商 M．45 商事課課長代理（S．10）統制副部長兼調査課

長（S，16）

高坂清一郎 東高工務 M．44 伏見工場長（S．8）参事（S，13）

山下重俊 東工機 M．44 伏見工務掛（T．8）

村手省吾 名　工 M．44 織布課課員（S．4）
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戦前期三犬紡績企業における学卒職員 （13）

1920年（大9）

1930年（昭5）

1937年（昭12）

文系

6
7
8

　　第3－1表

く鐘　紡〉

紡績会杜取締役比較

　　　〈東洋紡〉

理系学歴なし文系

　1　　　1　　　2

　1　　　0　　　5

　1　　　0　　　5

理系

3
3
5

学歴なし

　1

　1

　0

＜大日本紡〉

文系

2
5
5

理系

2
4
4

挙歴なし

　8

　1

　1

1916年（犬5）

1920　（犬9）

1928　（昭3）

1919年（大8）

1928年（昭3）

表3－2 学卒職員分類

　　　　＜鐘　紡〉

　文系　　　　　理系

117名（52％）　110名（48％）

125名（55％）　101名（45％）

96名（53％）　86名（47％）

　　　＜犬日本紡〉

　　文系　　　　　理系

35名（23％）　115名（77％）

33名（27．5％）　87名（72．5％）

＜東洋紡〉

　文系

22名（20％）

36名（21％）

24名（17％）

　理系
87名（80％）

136名（79％）

115名（83％）
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（ユ4）　　　　一橋論叢 第109巻 第5号 平成5年（1993年）5月号

第4－1表　鐘紡 1912年，ユ916年，1923年における工場長

東京本店 19ユ2山口八左右・K犬 京都支店 1912 瀧川定次　犬商（明22）

佐久間研造　一 1916 〃

橋爪捨三郎　東犬 1923 〃

武内豊太郎　一 高砂支店 1912 瀧」l1勝一郎　一

1916 藤正純　K犬（明25） 1916 〃

1923 多和田督太郎　K犬（明25） 1923 永見一　K犬（明28）

兵庫支店 1912 福原八郎東京（明32） 岡山支店 1912 佐藤暦次院K大（明27）
1916 〃 1916 〃

1923 〃 1923 渡辺寅蔵　K大（明25）

住道支店 1912 永見一K大（明28） 和歌山支店 1912 佐々木政二郎　K大（明31）

1916 曾根藤九郎　　大商（明32） 1916 〃

1923 古字田唯吉　一 1923 平井孟雄K大（明43）

中島支店 1912 犬澤重三　一 上京工場 1912 朝倉省三　東大（明38）
1916 川辺喜一郎　一 1916 本問竹三郎　一
1923 井口茂寿郎　一 1923 井内善次　K大（明45）

洲本支店 1912 中村庸　東商（明28） 下京工場 1912 （兼）瀧川定次　大商（明22）

1916 〃 1916 岡本一太郎　　犬商（明27）

1923 〃 1923 本間竹三郎　一

三池支店 1912 多和田督太郎　K犬（明25）新町工場 ユ912岡本一太郎　　犬商（明27）

1916 永見一　K犬（明28） 1916 山名肇　K犬（犬2）
1923 川畑垣三　K犬（明45） 1923 〃

久留米支店 1912 江口章蔵　K犬（明29） 岡山絹糸工場 1912 山名肇K犬（犬2）
1916 広瀬朝三　K大 1916 朝倉省三東犬（明38）
1923 林申七　第五商 1923 〃

熊本支店 1912 曾根藤九郎　　犬商（明32） 備前工場 1912 （兼）佐藤暦次院　K大（明27）

1916 遠藤宗六　K大（明39） 1916 〃

1923 加集和三郎　　K大（卿4） 1923 広瀬朝三　K犬
中津支店 1912 三宅郷太　K大（明25） 西犬寺工場 1912 津田信吾　K大（明40）

ユ916渡辺寅蔵　K犬（明25） 1916 〃

1923 竹野敬司　K大（明43） 1923 岡本一・太郎　　犬商（明27）

博多支店 1912 渡辺寅蔵　K大（明25） 大阪支店 1916 三宅郷太　K犬（明25）
1916 松浦新三郎　一 1923 〃

1923 神崎昌太　K大（明45） 淀川工場 1923 津田信吾　K大（明40）
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　戦前期三犬紡績企業における学卒職員

第4－2表1916年における東洋紡の工場長

四日市工場長

愛　知　〃

　淳　　〃

名古屋　〃

尾　張　〃

津　島　〃

桑・名　〃

知　多　〃

西　成工場長

王　子　〃

栗　橋　〃

三軒家　〃

四貫島　〃

伏　見　〃

川之石　〃

　　　種田健蔵

　　　館八洲彦

（兼）大塚和吉

（兼）　館八洲彦

　　　中島半三郎

　　　鈴木育太郎

　　　藤山槙人

　　　東元太郎

　　　池田豊男

　　　小野董

（兼）　　〃

　　　山東友三郎

　　　土屋喜太郎

　　　黒田小環次

京犬（明38）

京犬・機（明36）

東工（明26）

京犬・機（明36）

東工・機（明28）

東工（明37）

東工・機（明26）

東工・機（明32）

大工（明34）

大工（明40）

東工（明31）

｛15〕

第4－3表 （大正10年1921年における．大日本紡各工場長）

工場名 工場長 大　学 卒業年度

尼崎工場 橋本辰二 東工（機） 明　25卒

摂津工場 松原益次郎 東工 明　25

津守工場 武田信民 学歴なし

福島工場 多田豊毛 東大（機） 明　39

野田工場 進藤省吾 学歴なし？ 不明

平野工場 山田四郎 不明（学歴なし？） 不明

高田工場． 大島茂 東犬（機） 明　40

郡山工場 西橋弥寿雄 東工（機） 明　26

明石工場 斉木虎吉 東工 明　29

一の宮工場 中村義純 学歴なし？ 不明

犬垣工場 今村奇男 京犬（機）ハーバード 明　39

深川工場 橋本辰三 東工（機） 明　25

橋場工場 渡辺周 東犬（機） 明　40

東京出張所 有賀松彦 不明（学歴なし？） 不明
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一橋論叢

A大学

　第109巻第5号平成5年（1993隼）5月号

　　第5表終戦時鐘紡の学卒職員
B高商　C理系犬学　D理系高専

入杜年 A＋B＋C＋D （A＋B）十（C＋D） Tota1

明37 1 1 1
40 2　1 3 4 3
42 1 4 1＋ 4 9 5
43 1 ■

1

10 1
44 2 2 12 2

犬2 4 1 6 4＋ 7 23 1ユ

3 2 2 1 4＋ 1 28 5
4 3 2 3＋ 2 33 5
5 2 2　1 5 4＋ 6 43 1O

6 4 1 4＋ 1 48 5
7 5 5 5＋ 5 58 10

8 7 4 7＋ 4 69 11

9 3 1 6 3＋ 7 79 10

1O 7 4 4 11＋ 4 94 15

11 13 5　1 9 18＋ 10 122 28

12 4 5 2 9＋ 2 133 11

ユ3 6 4 6＋ 4 143 10

14 5 4 9 152 9
15 5 6　2 4 11＋ 6 169 17

昭2 2 2 171 2
3 8 5 3 13＋ 3 197 26

4 9 7 3 16＋ 3 216 19

5 3 4 1 2 7＋ 3 226 10

6 6 1 2 3 7＋ 5 238 12

7 6 5 6 11＋ 6 255 17

8 17 8 7 20 25＋ 27 307 52

9 25 15 3 20 40＋ 23 370 63

10 22 7 3 33 29＋ 36 435 65

11 24 20 4 45 44＋ 49 528 93

12 43 18 8 45 61＋ 53 642 114

13 51 32 6 46 83＋ 52 777 135

14 12 26 6 23 38＋ 29 844 67

15 12 33 10 17 45＋ 27 916 72

16 34 45 44 79＋ 44 1，039 123
17 13 10 23 23＋ 23 46

18 9 29 30 38＋ 38 68

19 23 38 22 61＋ 22 73

20 4 7 8 11＋ 8 19

21 1 3 7 4＋ 7 11

22 1 1 1
1，039
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也起川穀島駅畠11島111量椙H胡轟11111ポ岸窯触十匡［l1温量聖嵩魑箇圓鯉目融枯怒縛111　1　＃鋤軸喪r遜泰蜜咋転・N起　　　　掲　　　　ξ　潤く　料畦　　　　　　　　　榊隙哀曄セヨK絆ミセ蝿糧田田　雑　［I田持粕［［田田田長田任仔圓霞≡目紅黒罷臥共柾熟樹拒無噸鯉≡［霞鯉半度扇艦曲細蛙終寸

631



120） 一橋論叢 第109巻第5号 平成5年（1993年）5月号

進藤　竹次郎

　　　　　第7表戦前期東洋紡の役員略歴

M25生丁6東法
同杜庶務課長　人事課長　重役秘書

昭15　取

阿部　孝次郎　M30生

　　　　　　昭9

17

同

T10東機
四貫島工場長

紡績課長代理歴任

工作部長　兼　営繕課長

取

藪田　為三　　M27生

　　　　　　　　6

　　　　　　　　7

　　　　　　　　8

　　　　　　　　9

　　　　　　　14

　　　　　　S　2

　　　　　　　　3

5
8
9
同

13

14

ユ5

ユ7

T6東工機
四貫島紡織実習

本店工務課

　　　　課員

四貫島工場工務掛

本店工務課員

堅田工場工務掛

昭和レーヨン転籍

堅田工　工務　主任

工場長

敦賀工場　建設事務担当

同　工場長

6月　東洋紡と合併

紡績課長　兼　絹毛課長

参与　兼　紡績課長

　　　　　製造部長　兼　紡績課長

取

羊毛工業部長　兼　設備課長

大野　弘男　　M23生

　　　　　　S10

　　　　　　　13

　　　　　　　14

16

17

T2神商　S6東紡入杜

重役秘書

計算課長

（4月）調査課長

（9月）整理部副部長　兼　企画課長

業務部副部長　兼　企画課長

（取）業務部長　兼　総務部長

美浦敏三　M25生
　　　　　　丁3

M42尾道商業　同時入杜（大紡）

合併　商事課員
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戦前期三大紡績企業における学卒職員 ．　　　121）

　12

　14

S8
　9

　15

18

19

　　　　　　　　上海出張員

名古屋支店商事課

名古屋支店商事課長　専務取締役

名古屋支店長

（11月）調査役

（12月）裕豊紡　取

辞任　東洋紡取

東洋化学

神前　政幸　　M26生

T6
　7

　12

S　2

’　4

19

T4犬高　（機）　同入社

四頁島　紡績実習

伏見工場　工務掛

’桑名工場1

宮川工場：

愛知工場1

（5月）名古屋工場

（7月）紡績課員

浜松工場長　心得

浜松工場長

富田工場長

忠岡工場長

神崎工場長

製造部特殊加工課長

製造部紡績課長

（8月）特殊加工課長兼務

（11月）技術課長兼務

　　　　織維工業部副部長　兼　短繊維課長

東洋煙草服分有限公司　（取）　就任のため依頼退職

斉藤　晋　　M35生
　　　　　　　S　2

　　　　　　　　3

　　　　　　　　4

　　　　　　　　7

　　　　　　　　9

　　　　　　　　14

　　　　　　　　16

18

S2京犬経　同入
（3月）　四日市工場　職工掛　事務実習

山田工場　職工掛

　　　　　職工掛

四貫島工揚　倉庫掛　兼　用度掛

本店総務課員

調査課長心得

（8月）人事部厚生課長心得

（9月）　　：　課長

（3月）名古屋支店長事務心得

　　　名古屋支店長
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（22〕　　　． 一橋論叢 第109巻第5号 平成5年（1993年）5月号

20　人事部副部長兼人事部総務課長

　　　（9月）参兼人事部長
　　　（12月）　（取）　人事部長

作川　鉄太郎 M18生
丁3

　5

　8

　10

S　7

　8

1O

11

14

15

　M40大工　（機）　同大紡入社

　合併　川之石工場公務主任

　（1月）三軒家工場工務蟄

　（8月）津工場長

　職工課主任

　姫路工場長

　研究課長

　（参）兼　研課長

　　　　　　工務課長代理

　　　　　　　　　人事主任

　（取）人絹課長

　　　　絹毛課長

　科学研究所長　事務取扱

東洋人繊K　取
　東洋タイヤ　専務取

（12）東　取　辞任

松下　楢一郎 M22　　M42東工　44大紡入社
犬8　　愛知工場長補佐

　9　　　　婁務取扱

　10　　淳島長

　14　　淳島工場長

　15　　尾張工場長

S7　　姫路工場長
　10　　羊毛課長

　11　　絹毛課長

　12　　（参）

　14－18　東洋染色（專務）

有元　憲 M22

T4
　7

　8

　9

　11

S　7

M38　尾道商　入社

満州主張員

津工場　事務主任

豊橋工場長　專務取扱

本　商事課員

　　　一　絹糸係主任心得

當業部係商事課糸係主任心得
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8
9

12

14

15

土屋　喜太郎　M16

　　　　　　T3
　　　　　　　　4

　　　　　　　　9

　　　　　　　11

　　　　　　S　8

　　　　　　　10

　　　　　　　14

　　　　　　　15

沢　重保　　　M18

　　　　　　T3
　　　　　　　10

S　4

　8

　9

　10

　17

戦前期三犬紡績企業における学卒職員

　　　　　　綿布係主任

　　　　　　加工係主任

同杜商事課長

販売課長心得

（同参）商事課長

（参）　販売部長

（取）

M40大工　三重紡入　（同）

六等杜員　四日市工場　工務掛

伏見工場　事務取扱　　（T6）五等杜員

四日市工場長　　　　　（9）四等杜員

富田工場長　　　　　　（S元）三等杜員

（参）営繕課長　（8）二等社員

取

東洋化学　杜長

東（取）辞任

M41神商　43三重紡入
　商業課員

　（8月）倉庫課副主任

　（12月）〃主任兼商業課員
　倉庫課　米国出張

　（参与）倉庫課長

　倉庫課長　購売課長　代理

　取締役

　常務取締役　原料部長

123）

資料解説

　設問（1）と（2）はr紡織要覧』中の「紡織紳±録」に基づいて作成した

もので，大学の卒業年度は分るが，入杜年度及び卒業．即入杜かは不明であ

る．従てこの資料は職員数をどの程度正確に反映しているかとなると若干留

保しなけれぱならないものが多くある．著者は国会図書館にて各犬学・高専

で毎年発行されていた年報から卒業生について就職した企業を詳しく検討し

た．それを基本資料として三大紡に入杜した学卒職員の数を推計しグラフで

示してみたのである．グラフが示す傾向は3杜ともほぼ同様である．3杜は
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（24） 一橋論叢　第109巻　第5号　平成5年（1993年）5月号

第1次大戦中には毎年20名を越すような犬量の卒業生を採用したのだが，

大戦の激しい施設拡犬と中小紡績の乱立のなかで，1920年代に入ると紡績会

杜は不況期に入った．今まで広い市場であった中国において自国の外に在華

紡が急増し，更に関税問題も加わって今まで最犬の輸出市場に飽和点（Satu・

rationpoint）が訪れたのであり，それ以後の輸出のターゲヅトは米国とヨー

ロヅバ各国に何けられたのであるが，数年を経たずしてここでも輸出制限問

題が起ったことは周知の通りである．戦後採用職員の激減が分るがこれは

1930年代初頭まで続きその後顕薯な増加に一転ずるのである．

　設問（3）　これは資料を見れぱおのずから明らかである．明治20年代か

ら30年代前半の学卒職員は取締役への昇進の可能性は少なくなかった．も

っとも創業の役員の中には学歴のない役員も多く，学卒中心の鐘紡などは異

色であった．この対極の夫目本紡では，大正7年に大日本紡績が尼崎紡と摂

律紡の合同で形成された時，すべて以前の2杜の役員が新会杜においても取

締役に残り，その数は16名に達し，しかもその中で学卒老は少数であった

（第3－1表参照のこと）．ところで，工場長の学歴を調べるとこれまた東洋

紡・鐘紡と大日本紡の対照が分る．一口に言えぱ大日本紡績は他の2紡績企

業と比べて学卒職員の支配が比較的弱かった企業であった．この点は，次稿

の戦前期大日本紡の経営資料を利用しつつ更に詳しく論じてみたい．

　設問（4）は貴重で示唆的な数字を示している．

　鐘紡は一貫して文系中心であるのに対し，東洋紡は圧倒的に理系中心であ

り，大日本紡もどちらかと言えば東洋紡に近いが，若干文系が多いのである．

取締役の数も鐘紡は文系が圧倒的に多く，東洋紡は両老のバランスが取れて

いる．大日本紡で目立つのは，1920年の学歴なしの8名である．しかし彼ら

は除々に退職したので両老のバランスが取れるようになり，唯学卒職員の

文・理への分類では東洋紡に近く，理系職員が高い比率を占めているのであ

る．

　設問（5）に対しては今までの解説をくり返すこともあろうが，東洋紡・鐘

紡ともに8・9割の工場長は第1次犬戦期頃にもなれぱ学卒職員が工場長の
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戦前期三犬紡績企業における学卒職員 （25〕

ポストについている．曜二・三の場合については資料的に検証出来ない場合

があり，この時は学卒老ではないと考えておいた方がよいのかも知れない．

大日本紡績の場合経験の積み重ねによって工場長に昇進した非学卒の職員が

多いことは既述の通りで第4－3表がこれを語っている．

　設問（5・8）に関しては貴重な資料を提示出来る．東洋紡100年史編集室

には創立以来の役員略歴として取締役の略歴が記されているのでこれを提示

した．きわめて暗示的な内容のものであるが，技術者の場合にはそのキャリ

アはほぽ測定出来た．つまり可成り多くの工場を転勤し卒業後20年以前，

つまり40歳前後で工場長のポストに着きそれ以降も時々工場を変えた．こ

の体験により工場管理の腕を磨いたと考えられよう．この外にも，鐘紡の工

場長は通常文系であったり，犬日本紡の場合は文系と理系の工場長が交代し

たとも言われる．

　設問（6）これは既に10年以上も前に犬阪駅のすぐ前にあった鐘紡本杜

（今の本杜とは別の場所である）で筆写したものである．敗戦直後における

学卒杜員が記録してあり，それを整理すると付表の様なものになる．多角

化が津田信吾杜長のもとで強力に進められていた鐘紡では実に終戦時には

1，OOO名程度の学卒職員を擁していたのだった．

　（7）の設問の意図は明らかな様に，不況期に入った職員はどの様なキャリ

アを示しているかという設間である．この頃になると事例が極端に多くなり，

また相互の差も大きい．小稿では大正初頭から第1次大戦期のブーム時に入

杜した職員を検討した．結果を一口に言えぱこの激変期には紡績職員として

の生活が流動的になったことを示しており比較的短期で職場をさった者がい

る反面，同時に可成りの老が工場長への昇任を果たしている．役員への道が

きわめて細いものであり役員は一度ポストにつけぱ健康を害さない限りその

ポストは長期化したのであり，大日本紡績の菊地恭三などそれは半世紀近く

に及んだ．しかし同時に工場設立も依然として活発でかつ事業の多面化も進

んでいたのであり，取締役への昇進は不可能に近かったにせよ，何を製造し

ようと工場長への昇進は学卒職員の目標であったことは違いないし，またこ
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｛26）　　　　一橋論叢　第109巻　第5号　平成5年（1993年）5月号

れは可成り射程距離内にあったのである．

結語

　筆者はここ数年来紡績企業の学率者に関する数編の論稿を発表してきた．

何故今まで殆ど論じられたことのない論題を執鋤に追求してきたのか．答は

簡単である．日本の紡績企業には大量の学卒職員が在杜するのに欧米の紡績

企業には殆ど存在せず，小企業に留まり，イギリスなどでは殆ど消減してし

まったという事態になっている．これに対して日本においては，明治末まで

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　fいに確立された寡占支配の体制は殆ど変化することなく現在でも600万錘近く

を所有し，しかも同時に合繊等多数の異分野への進出に成功しているという

実態を見ると，この基本的原因は大量の学卒職員を擁しているからだと考え

たくなるのである．また現在でも全くの自由貿易であるイギリスは別として

アメリカでは（この国でも綿業企業は全くの小企業であり原則的には一工場

企業である）可成り保護貿易が機能しているのに対し，わが国では明治以来

の自由貿易の旗をおろすことなく（時に2国間交渉が行なわれているにせ

よ）未だ倒産も極めて稀な状態で今日を迎えることが出来ているのである．

今ここで多言するまでもなく日本の紡績産業は（色々な非難があったにせ

よ）第2次大戦終結まで，否，昭和30年代末まで，ドノレ不足に悩んでいた日

本では，現在とはちがい戦略的には極めて重要な産業分野であった．今後も

紡績企業は多くの試練を受けるであろうが，これを何とかして乗り切ること

が出来るのではないかと筆者には思われるのである．

追記（1）1935年11月19日付ランカシャ・コットン・コーポレイシ冒ンの取

　締役会議事録にある次の記述を参照されたい．r奨学金制度に関する討議が，

　会長のライアン，ジ目一ンズ教授及ぴホートン教授の間で行なわれて，次の

　様に決議されて紡績主任（spinningmaster）や硫毛主任（headcarder）に

　対してそれが与えられるのが望ましいということになった」．

　1月21日付記録

　「オルダム・テクニカル・スクーノレでそこの学位コースの試験を通過した後

　に経営老のポストのためにスカラーシヅプを与えるという案が討議され次の
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　　　　　　　戦前期三大紡績企業における学卒職員　　　　　　　　　127）

様な案が暗示された．r技術委員会は一定の職位につくという目的でそのよ

うな男と面会をしてもよいが，その際には俸給は最初の年は年俸200ポンド

であり，若し3年間の雇用に満足である揚合には，毎年除々に増加すること

が対案として出された．当杜はマンチェスターテクニカルスクールに通知し，

我が杜が前途有望な卒業生と面接するのが望ましいと伝えることにした」．

追記12〕筆老はハーヴァード大学で収集したアメリカの業界誌Texti1e

Worldの20世紀初頭にアメリカ紡績企業の20社ほどの紹介がありその一

部の企業の役員に大学（と呼称してもよい程度の）教育歴を有する所有者或

いは役員を発見出来たので，3例をここに提示しておこう．

（例示1）　W・J・Kincaid・18歳の時にRatherford　Academyを卒業

Textile　World　vol．19．1900年第12号

（例示2）　J・M・Vam㎜．メリマック捺染工場に入杜する迄に4年間

philips　Academyに在学した．Textile　World，vol．22．1899年12月，第6

号

（例示3）　M．T．Stevens．ダートマス大学卒業Textile　World　vo1．24．

1903年11号

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（一橋大学教授）
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